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1.環境方針 3

株式会社ナガノトマトは、豊かな自然環境に恵まれた信州松本の地で、
安全で安心な食料品の製造を行っています。このかけがえのない信州の
自然を次の世代に引き継いでいくため、環境保全に対する認識を深め、
あらゆる環境負荷の低減に取組みます。

１．当社の事業活動において環境に与える影響を考慮し環境目標を定め、
全社員が環境保全に取組み、環境マネジメントシステムによる環境
汚染の予防と継続的改善に取組みます。

２．下記の項目については、優先的に取組みます。
（1）省エネルギーの推進
（2）省資源・生産性向上の推進

３．環境関連の法律・規制・協定を順守します。

２０１９年８月１日
株式会社ナガノトマト

代表取締役社長

基本理念

基本方針



2.会社概要 4

商号 株式会社ナガノトマト
     設立 1957年（昭和32年）
     資本金 1億円
     代表者 代表取締役 井垣孝夫
     売上高 6,045百万円（2025年3月31日決算）
     事業年度 4月～3月（2019年より）
     従業員数 164名
     業務内容  トマト加工品、なめ茸製品の製造及び販売
     所在地

本社・工場、信州営業所 長野県松本市村井町南3-15-37
物流課 長野県松本市今井松本道7219-1
東京支店 東京都千代田区神田錦町2-4

ダヴィンチ小川町４F
名古屋支店 愛知県名古屋市東区葵3-7-16

千種ウエストビル6F
大阪支店 大阪府吹田市江坂町2-1-43

KYUHO江坂ビル3F



3.エコアクション21機構図（適用範囲） 5
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EMS委員会

EA２１委員会経営企画室：環境経営目標及び環境経営計画の策定

EA21委員会：環境に係る全般事項の
解決策を協議決定他
EMS委員会：省資源･省エネ活動に関する
提案、改善及び協議

社長：環境経営方針の策定

事務局：環境への負荷と環境への
取組状況の把握及び評価
（事務局責任者：管理部長）



4.主な環境経営活動計画（部署別） 6

調達課 農業生産 営企 支店 物流

環境負荷低減に繋がる提案 ○

改善活動の推進 ○

工程内品質トラブルの削減 ○ ○

冷暖房使用方法の見直し ○

物流業務の改善 ○ 〇

廃棄ロス低減 ○ 〇 ○ ○ ○

改善活動の推進 ○

原材料トラブル削減 ○

処方･工程・設備の見直しを含むコスト低減の提案 ○

水使用量削減 改善活動推進 ○

業務評価指数管理による生産性向上 ○

廃棄ロス低減 ○ 〇 ○ ○ ○ 〇

改善活動推進 ○

工程内品質トラブル削減 ○ ○

物流品質の向上 〇

原材料トラブル削減トラブルの削減 〇

化学物質

使用量削減
改善活動推進 ○

○ 〇 〇 ○

製造課
品質

管理課
管理部

全社目標 関連目標

対応部署
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環

境

性

能

の

向

上

サ

ー

ビ

ス

の

改

善

環境負荷低減に役立つ加工技術・新容器･原材料等の探索

環

境

負

荷

低

減

二酸化炭素
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排出量削減

食品廃棄物等

発生量削減

及びﾘｻｲｸﾙ率

100%維持



■EMS委員会の開催
・EMS目標の進捗管理、廃棄物排出実績及びエネルギー使用状況報告、改善策の検討・実施、工程内廃
棄ロスの削減による廃棄物排出量の削減、各部署における環境負荷低減活動報告等を月1回開催しました。

■非常事態訓練の実施
・6/20：薬剤配管破損(ポリ鉄)の流出を想定した訓練  
・9/25：ビネガー配管破損の流出を想定した訓練

■社員教育の実施（EA21推進に向けて）
・5/24：本社
・10月：東京支店・名古屋支店・大阪支店・物流課

■社内向け情報「環境トピックス」の
発信（四半期毎）
・6/26 ・9/30 ・12/24 ･3/26

■環境美化活動の実施
（本社構内,構外清掃活動）
・6/17 ･7/26 ･8/21 ・9/13 ・9/27

■フロン使用機器簡易点検の実施
・6,9,12,3月：各部署にて点検実施

5.主な環境経営活動（その他） 7

5/24社員教育

8/21非常事態訓練

環境トピックス



6.実績と環境経営目標 8

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

実績 実績 実績 実績 目標*6） 実績 達成状況

二酸化炭素排出量削減　*1) kg-CO2/ｔ 167.43 160.23 160.03 167.22 160.21 164.00 ×

廃棄物排出量削減　＊2） kg/t 52.82 49.19 52.45 51.34 50.03 52.24 ×

水使用量削減　*3） ㎥/t 14.74 13.78 13.77 13.94 13.65 15.26 ×

食品廃棄物等発生量削減　*4） kg/t 12.54 8.82 14.38 12.35 8.72 11.18 ×

及びリサイクル率100%維持 100% 100% 100% 100% 100% 100%

化学物質使用量削減　＊5） kg/t 0.96 0.96 0.95 0.96 0.99 0.92 ○

　　　　　　　　　　　[製造重量］ ｔ 13,827 15,053 15,616 15,840 16,202

作業着のﾘｻｲｸﾙ

端数品の廃棄量削減

製品の賞味期限延長

*1)二酸化炭素排出量算出対象：本社･工場、物流課、各支店の使用エネルギーの合計数値です

    電力の二酸化炭素排出係数：電気事業連合会公表数値　0.423kg-CO2/kWh（2005年）を使用しています

*2)本社･工場、物流課の合計数値です

*3）本社･工場の合計数値です

*4）本社・工場、物流課の合計数値です

*5）工場の数値です。2020年度より対象の化学物質の内容を変更したため、過去の目標値を設定し直しています

*6）2024年目標値は、2019-21年度比3%削減を目標として設定しています

環
境
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能
の
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上
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ー

ビ
ス
の
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善

全社目標 目標値 単位
2024年度

環
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原単位
1%削減



7.環境経営活動の達成状況 評価及び次年度の取組① 9

■二酸化炭素排出量削減
【評価（2025年3月末）：×】
2019-21年度実績の平均に対して原単位3%削減を目
標に設定しました。3月末で2024年度目標に対して原単
位2.3%の増加となりました。主な要因として、ガスの使用
量が増加したことが挙げられ、排出総量も増加しました。
【2025年度の取組】
効率的な生産計画の立案に取組みます。また、計画
的な設備更新を実施し生産効率の向上を図ります。

■廃棄物排出量削減
【評価（2025年3月末）：×】
2019-21年度実績の平均に対して原単位3%削減を目標
に設定しました。3月末で2024年度目標に対して4.4%の増
加となりました。主な要因として設備トラブルによる復旧後
の試運転で、資材を使用したことにより廃プラスチックが
増加しました。
【2025年度の取組】
設備メンテナンスにより機械装置の故障等を削減し試運
転に伴う資材ロスを減らします。
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7.環境経営活動の達成状況 評価及び次年度の取組② 10
■水使用量削減
【評価（2025年3月末）： ×】
2019-21年度実績の平均に対して原単位3%削減を
目標に設定しました。3月末で2024年度目標に対して
11.8%の増加となりました。主な要因として、設備更新
による冷却方法の変更で使用量が増加しました。
【2025年度の取組】
設備更新後の使用実績を集計し、使用量削減に取
り組みます。

■食品廃棄物等発生量削減
【評価（2025年3月末）：×】
2019-21年度実績の平均に対して原単位3%削減を目
標に設定しました。3月末で2024年度目標に対して
28.2%の増加となりました。主な要因として、設備導入に
伴う試作品の廃棄がありましたが、過去3年で最も少な
い発生量になりました。
【2025年度の取組】
工程トラブルやライン停止による製品廃棄量の削減を
図り、更なる食品廃棄物等発生量削減を目指します。

＜2024年度_食品廃棄物等発生量及び再資源化等実施率＞
・発生量：181.1t ・有価物量：0t ・発生抑制量：315.6t
・再生利用量：181.1t （メタン化：128.5t｜肥料化：52.6t）
・熱回収量：0t ・減量量：0t・再利用等以外の量：0t
・廃棄物としての処分量：0t・再生利用等の実施率：100.0%
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7.環境経営活動の達成状況 評価及び次年度の取組③ 11

■化学物質使用量削減
【評価（2025年3月末）：○】
2019-21年度実績の平均に対して原単位3%削減を目標に
設定しました。3月末で2024年度目標に対して8%の削減となり
ました。製造量の増加に伴い使用量は増加していますが、製
造アイテムの構成と効率的な製造により原単位当たりでは減
少しました。
【2025年度の取組】
薬剤洗浄方法の見直しや、効率的な製造計画により引き続
き使用量削減を目指します。

[kg/t]

■製品の環境性能の向上及びサービスの改善
【評価（2025年3月末）：○】
環境負荷低減に役立つ加工技術、新容器、原材料等の探索案件7件以上を目標に設定しました。
調達課、商品開発課、農業生産課、管理部にて本目標を設定しました。3月末で探索案件は8件でした。
探索案件の内訳は採用が5件、継続が2件、保留が1件、中止が1件となりました。

【2025年度の取組】
2024年度に引き続き、環境負荷低減に役立つ加工技術、新容器、原材料等の探索を継続し、
更なる環境負荷低減に繋がる活動を推進していきます。
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8.環境関連法規の順守状況と関連事項 12

□環境コミュニケーション
環境関連法規の順守に関して、過去3年間法令等の違反はありません。
また環境に関する、苦情・関係当局からの指摘はありません。

主な適用法規等 当社の順守状況

大気汚染防止法
ばい煙発生施設の新設なし

（過去のばい煙に対する汚染負荷量賦課金の支払）

フロン排出抑制法
フロン機器の点検4回/年、定期点検1回/年の実施

フロン機器の廃棄時のフロンガス回収に対しての順守

水質汚濁防止法 排水処理の排出基準において超過なし

容器包装リサイクル法
再商品化義務量の報告

再商品化実施委託料の支払

廃棄物処理法（一般廃棄物・産業廃棄物）
松本地域振興局環境課へ報告書提出（6月）

（マニフェストの交付に関する報告書の提出）

食品リサイクル法 関東農政局へ報告書提出(6月)

騒音規制法 特定施設の新設なし

振動規制法 特定施設の新設なし

工場立地法 届出済

特定工場法（公害防止組織法） 公害防止管理者（大気四種）選任

順守状況確認日：2024年3月22日



9.代表者による全体評価と見直し結果及び指示事項 13

【環境方針･環境目標･環境計画及び実施体制変更の必要性】
・環境方針 変更なし
・環境目標 変更なし
・環境計画 変更なし
・実施体制 変更なし

【統括的な見直し指示】
・中期環境目標は、次期中期経営計画のスタートと同時になりますので、3年にするか、5
年にするかも検討すること。
間接部門はよく協議の上、可能な限り数値目標を設定できるように取り組むこと。

【2025年度の取組】
・環境負荷低減の為に、二酸化炭素排出量削減、廃棄物排出量削減、水使用量
削減、食品廃棄物等発生量削減及びリサイクル率100%維持、化学物質使用量削減に
引き続き取り組みます。
・環境に配慮した製品づくりの為、新規加工技術･新容器･原料等探索及び検討します。
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